様式Ａ（１）                                                                               
　　　　年度日本心臓血管外科学会臨床研究助成申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　年　　月　　日  
　特定非営利活動法人日本心臓血管外科学会
　　理事長　小野　稔　　殿
　　                                                                                                                    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　   
                                                ﾌﾘｶﾞﾅ                                       
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日（西暦）　　　年　　　月　　　日生
次のとおり研究計画を申請します。                   
１．研究課題名　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
2．申請者
	
	
	 申請者
	①会員番号
	

	
	
	
	 ②所属研究機関
	

	
	
	
	 ③所属部局
	

	
	
	
	 ④職名
	

	
	
	
	 ⑤所属研究機関
 　所在地
 　連絡先
	〒
Tel:                          Fax:
E-Mail:

	
	
	 ⑥最終卒業校
	
	⑦学位
	

	
	
	 ⑧卒業年次
	
	⑨専攻科目
	

	


	⑩倫理委員会承認の有無
	　有　・　無
	⑪倫理委員会申請の有無
	有　・　無


　　　　　
· 倫理委員会へ申請中の場合は、それを証明する書類などのコピーを添付してください。
3．研究組織情報                                                                                
	 ①研究者名
	 ②分担する
   研究項目
	 ③最終卒業校・
卒業年次・学位
 　及び専攻科目
	 ④所属研究機関
　
	 ⑤所属研究機関
における職名

	
	
	
	
	


4．研究の概要（要旨）
	研究の目的、必要性及び特色・独創的な点、研究計画・方法、予想される結果、期待される成果などの要旨を　　１，０００字以内で簡潔に記入すること。
JCVSDデータを利用した研究の申請にあたっては、審査時に、JCVSDデータ利用検討委員会（http://jcvsd.umin.jp）と協議をし、分析に係る症例の数が十分あり、分析可能なデータが収集されていることが確認された研究課題のみを採用としますので、ご留意下さい。

	


5．研究の目的、必要性及び特色・独創的な点
	研究の目的、必要性及び特色・独創的な点について、以下の点に注意しながら１，０００字以内で、具体的かつ明確に記入すること。
（１）研究の目的と必要性:本研究の着想に至った臨床現場での課題や既存の知見、及び本研究を行う
必要性を明確にすること。
（２）本研究の特色・独創性:先行研究で明らかになっている点と未解明な点は何か。JCVSDを用いること
の具体的な利点・意義は何か（他のアプローチと比較して）。本研究の位置づけと独自性・優位性は
何かを明確にすること。

	

	


6．期待される成果
	本研究によって期待される成果とインパクトについて、以下の点に注意しながら６００字以内で、具体的に記入すること。
（１）学術的および臨床的意義: 研究成果がもたらす新しい知見と、それが心臓血管外科領域の特定の臨床課題解決や診療の質向上にどのように貢献しうるか。
（２）実践への応用・波及効果: 研究成果が、将来的な臨床実践、診療ガイドライン、医療政策等にどのような影響を与えうるか（具体的な可能性を提示）。他の研究への発展性はどうか。

	


7．研究計画・方法
	（１）研究目的を達成するための具体的な研究計画及び方法について１，６００字以内で記入すること。
（２）研究計画を遂行するための研究体制について、研究代表者、研究分担者及び研究協力者の具体的な役割を明確にすること。
（３）複数年にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係がわかるように記入すること。
（４）臨床・疫学研究においては、研究デザイン、対象集団、主要および副次評価項目、曝露因子や共変量、統計解析計画等を明確に記入すること。

	

	


8．倫理面への配慮
	 ・研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険性の排除や説明と同意（インフォームド・コ
 ンセント）への対応状況を記入すること。
	

	
	

	 遵守すべき研究に関係する指針等
 （研究の内容に照らし、遵守しなければならない指針等については、該当する指針等の「□」の枠
 内に「○」を記入すること（複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に「○」を記入する
 こと。））。

	

	
	

	
	

	
	
	臨床研究に関する倫理指針
	
	 疫学研究に関する倫理指針
	

	
	

	
	
	 その他の指針等（指針等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	
	

	 疫学・生物統計学の専門家の関与の有無
	有　・　無　・　その他（　　　　　　　　　）
	


9．申請者の研究歴等
	 申請者の研究歴：
 　過去に所属した研究機関の履歴、主な共同研究者（又は指導を受けた研究者）、主な研究課題、こ
 れまでの研究実績、受賞数、特許権等知的財産権の取得数、研究課題の実施を通じた政策提言数（寄
 与した指針又はガイドライン等））

	

	 発表業績等：
 　著者氏名・発表論文名・学協会誌名・発表年（西暦）・巻号（最初と最後のページ）、特許権等知
 的財産権の取得及び申請状況、研究課題の実施を通じた政策提言(寄与した指針又はガイドライン等)
 　（発表業績等には、研究代表者及び研究分担者ごとに、それぞれ学術雑誌等に発表した論文・著書
 のうち、主なもの（過去３年間）を選択し、直近年度から順に記入すること。また、この研究に直接
 関連した論文・著書については、著者氏名の名前に「○」を付すこと。）

	

	


